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月号自分で，気付き，考え，判断して，行動できる子 令和４年 ２

校長 中能 健尚

２０１１年３月１１日発生した東
日本大震災で被害を受けられた方々

， ， ，のことを考えて 当時 テレビでは
コマーシャルの代わりに，ＡＣジャ
パンが作った映像が繰り返し流され
ていました。

，左の詩と合わせて流れた映像では
電車の中で座っていた男子学生が，
電車に乗ってきたおなかの大きな女
性に席を譲ろうかどうか迷う場面が
あり，結局，違う席に座っていた女
性が席を譲りました。
そして，その次の場面では，長い

石段を大変そうに上がっていくおば
あさんを見たその男子学生が，一度
通り過ぎた後に戻ってきて，そのお

。ばあさんに手を貸す姿がありました
電車の中で席を譲れなかったあの男
子学生のように，たとえ思いやりの
心や気持ちをもっていたとしても，

それを行動として行わなければ，そのような思いや気持ちをもっているとは誰も思いま
せん。
反対に，やさしく温かな思いやりのある行動や心づかいは，誰にでもすぐにわかりま

す。人を思いやるそのやさしい心や気持ちを，勇気をもって積極的に行動として表わす
ことが大切です。そして，そのようにふるまうことが，人としてのとても大切な生き方
だと思います。

庭先のチューリップも芽をのぞかせ，じっと寒さに耐えながら
春の訪れを待ちわびているようです。花はどれをとってもみなそ
れぞれに美しく，私たちに安

頭の体操】らぎを与えます。子ども達一 【
何と読むでしょうか？人一人も，美しく輝いてほし
① ②いと願っています。友達のよいところをたくさん

見つけてほしいと思います。友達のよいところを
素直にまっすぐに認めようとする気持ちがあれ
ば，より多くの本当のすばらしさが見つかること
でしょう。卒業まで１か月余りになりました。卒
業生も在校生もそれぞれのよさを輝かせながら大
きな花を開かせ，それぞれの学年でのよい思い出

【前回の答え】を残して，卒業・進級を迎えてほしいと願ってお
①ウォーキング ②チキンナゲットります。

「こころはだれにも見えないけれど こころづかいは見える」
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もうすぐ卒業する６年生が，親子で給食を食べました。６年生２人は，照れ
くさそうではありましたが，笑顔でうれしそうに食べていました。お母さん方
も久しぶりの学校給食を楽しんでいらっしゃいました。卒業を控えた２人の６
年生にとってよい思い出となりました。

６年親子給食

阿久根小学校６年生との交流学習

１月１９日（水 ，６年生が阿久）
根小学校６年１組のみなさんと交
流学習をしました。普段は少ない
人数で学習している６年生にとっ
て，大人数でのサッカーの学習体
験ができました。気軽に声を掛け
てくれる児童もいて，楽しく学習
できました。進学後の楽しみがで
きました。
阿久根小学校６年１組のみなさ

ん，ありがとうございました。

第５回学校運営協議会 授業参観，全体ＰＴＡ，ＰＴＡ専門部会，１５日（火） ２日（水）
保護者との教育相談 学級ＰＴＡ，ＰＴＡ役員会１６日（水 ・１７日（木））

３日（木）～１１日（金）掃除強調週間１７日（木）代表委員会

（火）スクールカウンセラー訪問日 ３日（木）委員会活動（反省）２２日

４日（金）お別れ遠足２４日（木）クラブ活動（２年生見学）

９日（水）フッ化物洗口児童説明会
（木）代表委員会（児童総会）１０日
（水）卒業式予行１６日
（木） （反省）１７日 クラブ活動
（木）卒業式２４日
（金）修了式・辞任式２５日

２月下旬～３月の主な行事

学校保健委員会

１月１４日（金 ，ＮＰＯ法人 がんサポートかごしまの理）
事長の三好綾さんをお招きして 「がん教育について」の演，
題で，講演をしていただきました。ご自身や仲間たちの闘病
経験をもとにして，ご自身の病気がわかったときの気持ち，
まだ死にたくないと思
って闘病をしたこと，
その経験を通じて精一
杯「生きる」ことの大
切さを語ってください
ました。来年度は，授
業をしていただき，児
童にも，命の大切さを
がん教育を通して考え
させていく予定です。

《保護者の感想（一部抜粋 》）
・ 健康のこと，生き方のこと，考えさせら
れることがたくさんありました。子供たち
とも話ができればいいなと思います。

・ がんで亡くなった親戚の人たちを思い出
しました。もし，自分が病気になったら子
供たちはと思うと，涙が止まりませんでし
た。親としてたくさん思うところがあり，
考えさせられ，すごくためになりました。

・ 二人に一人の割合でがんになっていると
聞き，我が事のように聞いていました。漠
然と生活していたので，もっと目標をもっ
て生活しようと思いました。

・ 生きていくことの大切さ，病気になって
も一人で抱え込まず，前向きに過ごしたい
と思った。

【 お 礼 】

地域の皆様にアルミ缶回収
をお願いしています。たくさ
んのアルミ缶が届けられてお
り，御協力に感謝申し上げま
す。益金は子供たちの教育活
動に活用しますので，これか
らも御協力よろしくお願いい
たします。
アルミ缶は，

プール近くのか
ごの中にお願い
します。


